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◎開議の宣告

議長（後松一成君） 定刻並びに出席議員が定足数に達しておりますので、たただいまから会議

を開きます。

直ちに本日の会議を開きます。

本日の議事日程については皆さんのお手元にお配りのとおりでございます。

（午前１０時００分）

◎議案第４５号の上程、説明

議長（後松一成君） 日程第１、議案第４５号 平成１７年度美郷町一般会計予算を上程し、議題と

いたします。

議案を朗読いたします。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） これより新年度の一般会計予算の内容の説明を求めますが、歳入から順次

担当課長から説明を求めます。

総務課長（二藤誠祥君） １ページ目をごらんいただきたいと思います。平成１７年度美郷町一般

会計予算の歳入歳出それぞれ １１７億 ４，３００万円の予算をしてございます。３町村の当初予算の比

較をしますと、前年度の当初予算が １３２億 ７，０６７万 ５，０００円でございました。したがって、１５億

２，７６７万 ５，０００円が減額となってございます。パーセンテージにしまして前年度対比 １１．５１％が

減となってございます。

１１ページをごらんになっていただきたいと思います。

第２表債務負担行為でございます。これは基盤整備促進事業ということで１７年度の安城寺地区、

それから古館南地区、それぞれ債務負担行為を起こすものでございます。

１２ページをお願いします。第３表地方債でございます。起債の目的、限度額、起債の方法、利

率、償還の方法という順序で説明したいと思います。

最初の合併特例債でございます。７億 １，２００万円、これにつきましては振興基金造成事業債、

これが４億円、それから茨島・上野際線外６線ですが、それで ２，４３０万円、それから大坂・善知
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鳥・外川原外３路線で３億 １１０万円、それから除排雪機械購入が ６６０万円ということになってご

ざいます。起債の方法、利率、償還方法はここに書いてあるとおりでございます。

次に、農村振興総合整備統合補助事業債、これにつきましては ７３０万円が農政部分、それから

３１０万円が建設部分でございます。

農業生産基盤整備事業債、これは １，９７０万円ですが、これは土崎・小荒川地区の担い手育成分

でございます。

それから街なみ環境整備事業 ２，３９０万円。

臨時地方道路整備事業債ですけれども、これは１億 １，７００万円、下畑屋・外川原線、 ８，０００万

円のうちの９０％、それから東大通り線、 ５，０００万円のうちの９０％を予定してございます。

それから辺地対策事業債として ５，０００万円。

それから一般公共事業、これにつきましては環境施設整備事業分としまして個性と活力に満ち

た雪国創造事業、これが ４，０００万円、それから大台野地区公園緑地事業分、これが ３，７５０万円、

合わせて ７，７５０万円でございます。

それから防災基盤整備事業債、これは小型動力ポンプ積載車１台、それから防火水槽１基、可

搬式小型動力ポンプ、この分が入ってございます。

それから町営住宅整備事業債、これは塚２地区分の起債でございます。

臨時財政対策債、これが４億 ９，６００万円、これは平成１６年度許可予定額の７０％を予定してござ

います。

減税補てん債、これにつきましては平成１６年度許可予定額の８０％を見ております。

税務課長（深澤章一君） 私の方からは事項別明細書に従いまして歳入の方からご説明申し上げ

ます。

１７ページになります。１款１項１目個人の現年課税分でございます。これは３億 ６，７００万

１，０００円で、旧３町村の当初合計費で ２，９８３万 ６，０００円増加しておりますけれども、これは１６年

度収入見込み額を参考にしまして、さらには税法改正によります配偶者特別控除の、いわゆる上

乗せ部分の廃止と、それから生計同一配偶者の均等割額の非課税措置の廃止を加味いたしまして

収納率を１５年度決算を参考に９７％にして計上してございます。

２節滞納繰越分でございますけれども、調定見込み額を １，８０７万 ８，０００円に収納率を１０％にい

たしまして計上してございます。

２目の法人でございます。１節の現年課税分でございますけれども、これにつきましては ３２０

法人を見込んで１６年度収入見込み額を参考にいたしまして ５，７５４万 ２，０００円を計上しております
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けれども、旧３町村分の当初合計費で ２１５万円増加いたしてございます。

２節の滞納繰越分につきましては、調定見込み額１０万円でございますけれども存置にしてござ

います。

２項固定資産税ですけれども、１目１節の現年課税分につきましては７億 ４，５０２万 ３，０００円で、

これは旧３町村の当初合計費で ２，０８６万 ２，０００円増加しておりますけれども、これは１６年度収入

見込み額を参考に、さらには家屋の新造を加味いたしまして収納率を９６．５％にして計上してござ

います。

２節の滞納繰越分ですけれども、調定見込み額 ５，４４２万 ５，０００円に収納率を８％にして計上し

てございます。

２目国有資産等所在市町村交付金及び納付金でございますけれども、これは国有資産等所在市

町村交付金及び納付金に関する法律に基づきまして交付、または納付されるもので、交付金につ

きましては６月に、納付金につきましては７月と１２月に収入されるものでございます。

３項軽自動車税ですけれども、１節の現年課税分につきましては台数を１万 ３，１３４台と見込ん

で収納率を９８％にいたしまして ５，０２２万 ２，０００円を計上しております。これは旧３町村の当初合

計費で １３６万 １，０００円増加してございます。

２節の滞納繰越分につきましては調定見込み額２９万 ５，０００円に収納率５０％にいたしまして計上

してございます。

１８ページになります。４項たばこ税の現年課税分は１億 ７２１万 ３，０００円で、これは旧３町村分

の当初合計で ７５１万 ６，０００円増加しております。１６年度収入見込み額を参考にいたしまして計上

してございます。

５目の特別土地保有税ですけれども、この税につきましては１５年１月１日から課税停止されて

いるもので存置といたしております。

６項の入湯税でございます。現年課税分は一般公衆浴場の定員を満たしている施設につきまし

ては課税免除するとの合併協議会での取り扱いに基づきまして千畑温泉サンアールのみで、１６年

度収入見込み額を参考にいたしまして計上してございます。

総務課長（二藤誠祥君） ２款地方譲与税についてご説明申し上げます。前年度の当初予算に比

較しまして ３，５９４万円の増となっております。これは税源移譲による増分でございますが、細か

く申し上げますと、人口配分ということで今まで１人当たり １，６７４円でございましたが、１７年度

から ３，５１６円と倍額になってございます。その分が配分になってございます。ちなみに１２年国調

人口でございます。ということでございまして、それぞれ所得譲与税は ８，５００万円、自動車重量
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譲与税は１億 ７，２００万円、地方道路譲与税は ７，９６０万円といたしたところでございます。

３款の利子割交付金でございます。これにつきましては前年度当初と比較しまして８２万 ５，０００

円の増ということでございます。これは１６年度決算見込みを参考にしまして計上したものでござ

います。 １，０３０万円でございます。

４款の配当割交付金、これにつきましては存置でございます。

５款も存置で置いてございます。

６款地方消費税交付金、これにつきましては前年度対比 ６５３万 ４，０００円の増となってございま

す。これは１６年度の決算見込み額を参考に計上してございます。

２０ページでございます。自動車取得税交付金、これにつきましては７２万 ８，０００円の増というこ

とでございます。これも１６年度決算見込みを参考にして計上したというものでございます。

８款の地方特例交付金、これにつきましては前年度と比較しまして ８４５万 ２，０００円の減でござ

います。これは１６年度決算見込みを参考にしまして減額としてございます。

９款の地方交付税でございます。ここでは前年度と比較しまして ５，２４３万 ９，０００円の増額とな

ってございます。これは１７年度の地方財政計画を参考にして、かつ留保分を確保したということ

でここでは ５，２４３万 ９，０００円の増ということでございます。ちなみに普通交付税につきましては

５１億 ４，４９１万 ２，０００円の９０％を見てございます。４６億 ３，０００万円。特別交付税につきましては４

億 ８，０００万円ということで計上してございます。

交通安全対策特別交付金でございます。これにつきましては前年度と比較しまして６０万 ３，０００

円の増となってございます。これにつきましても１６年度の決算見込みを参考といたして計上した

ものでございます。

農政課長（深澤 廣君） １１款１項１目１節農業費分担金です。基盤整備事業本堂城回地区です

が、これは本堂城回地区が基盤整備に向かって今準備しているところでございますが、その準備

期間に要する調査、計画に要する経費の太田町分の負担金です。圃場整備予定地域に太田町が約

１３％、面積を所有しております。応分の負担をお願いしたいということです。二つ目の古館南地

区ですが、これは農道や水路の改良に伴う受益者の負担分です。

福祉保健課長（樋場雄一君） ２項１目民生費負担金でありますが、１節は養護老人ホーム入所

者２０人分を計上しております。

幼児教育課長（泉谷隆雄君） 同じく２節でございますが、保育料の保護者負担金並びに広域入

所費の負担金でございます。園児の見込み数でございますが ４３４名を見込んでおります。前年よ

り５０人ふえる見込みで計上してございます。
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農政課長（深澤 廣君） ２目１節農林水産業費負担金ですが、これは千屋地区の排水路の改良

に要する経費です。これは受益者負担分です。負担割合は３５％の３分の２ということになります。

建設課長（照井一夫君） ３目でございます。これは存置としてございます。

総務課長（二藤誠祥君） １２款使用料及び手数料、ここでは全般的に前年度に比較しますと

１，２１７万 ２，０００円の増となっております。ここで主なものは商工観光施設使用料の増が主なもの

でございます。

１目の総務使用料の行政財産目的外使用料、ここの外郭団体事務室使用料、これにつきまして

は千畑土地改良区、森林組合、その分が入っております。以下は予定したとおりの収入でござい

ます。

福祉保健課長（樋場雄一君） ２目民生費使用料であります。１節は老人保健センターの使用料

で ６，０００人分を見ております。次に、いきいき館の使用料は １００人分を計上しております。

２節はもとだて会館の使用料で １，２００人分を計上しております。

住民生活課長（鈴木四郎君） ２２ページをお願いいたします。３目衛生使用料でございます。１

節の環境衛生使用料でございますけれども斎場の使用料、こちらにつきましては前年の実績を見

込みまして計上してございます。墓地公園の永代使用料、こちらにつきましては仙南地区の１区

画を予算計上してございます。

農政課長（深澤 廣君） ４目１節農林水産使用料ですが、アクティセンターの使用料、これは

尿のくみ取り料です。１キロリットル １，０５０円となります。以下、三つはそれぞれの施設の使用

料となります。

商工観光課長（小林宏和君） ５目商工使用料でございますが、雁の里健康センター使用料につ

きましては入湯税相当額が増額となってございます。その他施設におきましては前年実績を参考

に計上してございます。

建設課長（照井一夫君） ６目でございます。１節、これは住宅 １７７戸の使用料でございます。

２節は東北電力等の支柱の占用料でございます。

３節は存置としてございます。

幼児教育課長（泉谷隆雄君） ７目１節でございますが、これは幼稚園の授業料でございます。

２６７名分を見込んでございます。

社会教育課長（小松 清君） ２節社会教育使用料であります。社会教育施設８施設の使用料、

入館料を実績見込みに基づき計上しております。

３節の社会体育施設についても１１施設の使用料を実績見込みに基づいて計上しております。
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住民生活課長（鈴木四郎君） ２３ページをお願いいたします。２項１目総務手数料でございます。

内訳につきましては１節戸籍手数料でございます。これにつきましては前年の実績を勘案いたし

まして戸籍及び住基等に関する証明の手数料、印鑑証明の手数料、カード等の取り扱いの手数料

等になってございます。

税務課長（深澤章一君） ２節につきましては事務手数料でございますけれども、これは税関係

の証明手数料と台帳等の閲覧手数料になってございます。

３節の督促手数料につきましては町税未納者に対する督促状発付に関する手数料を計上してご

ざいます。

福祉保健課長（樋場雄一君） ２目民生手数料であります。これはホームヘルパー派遣手数料で

１０人分を計上しております。

住民生活課長（鈴木四郎君） ３目衛生手数料であります。１節生活環境手数料につきましては

墓地公園の管理手数料 １１２件分、墓地公園の永代名義変更等の手数料、墓地の許可等の交付手数

料、犬登録関係の手数料となってございます。

２節につきましては清掃手数料でございます。こちらにつきましては一般廃棄物処理業の許可

申請の交付手数料になってございます。

１３款１項１目の民生費国庫負担金でございます。１節の社会福祉費負担金でございます。こち

らにつきましては保険基盤安定負担金、保険税の軽減分、それから保険者支援分でございます。

２分の１の計上になってございます。

福祉保健課長（樋場雄一君） ２節の障害者福祉費負担金はそれぞれ国からの負担金で２分の１

相当分を計上しております。

３節は児童手当で支給額の７０％を見込んで計上しております。

２４ページをお願いします。２目の衛生費国庫負担金でありますが、これは保健事業費に対して

国からの負担金で３分の１相当分を計上しております。

総務課長（二藤誠祥君） ２項国庫補助金の１目総務費国庫補助金についてご説明申し上げます。

ここでは ９，０００万円の市町村合併推進体制整備費補助金、これについては１６年、１７年、１８年度に

交付される分の１７年度分であります。

福祉保健課長（樋場雄一君） ２目民生費国庫補助金でございます。これは１節障害者福祉費補

助金でそれぞれ２分の１相当分を計上しております。

住民生活課長（鈴木四郎君） ３目衛生費国庫負担金であります。１節保健衛生費補助金でござ

います。こちらにつきましては老人医療費適正化対策に伴う事業費の補助金でございます。定額
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に対する２分の１の補助金になってございます。

建設課長（照井一夫君） 同じく２節でございます。浄化槽 １１０基の基準額の３分の１の補助額

でございます。

企画課長 （山内英世君） ４目商工費国庫補助金でございますが、１節商工振興費補助、これは

街なみ景観整備事業費補助金で ３，９２５万円ですが、事業費につきましては ８，４００万円でございま

す。

商工観光課長（小林宏和君） 同じく２節観光振興費補助金でございますが、これは雁の里整備

工事に対する国、２分の１の補助金を計上してございます。

建設課長（照井一夫君） ５目１節、これは新規の道路改良整備事業の補助金でございます。

２節、これは特定地区公園の事業費補助金でございます。

３節、これは公営住宅の土地の造成費にかかわる補助金でございます。

４節、これは塚２地区の住宅整備の補助金、２分の１でございます。

５節でございます。これは建設機械の整備費の３分の２の補助金が入るものでございます。

学務課長（飛澤明則君） ６目１節小学校費補助金でございます。これは就学援助補助金という

ことで決算見込みを参考にしながら計上してございます。 １２２名を対象にしてございます。

２節中学校費補助金、これも同じく就学援助の補助金でございまして５５名を見込んでございま

す。

幼児教育課長（泉谷隆雄君） 同じく３節の幼稚園費補助金でございますが、これは低所得世帯

に対する就園奨励費補助金でございます。とりあえず存置項目にしてございます。

社会教育課長（小松 清君） ４目の埋蔵文化財発掘調査事業費補助金であります。遺跡発掘調

査にかかわる補助金でありますけれども、総事業費から委託費９割を差し引いた額、１割ですけ

れども１割の２分の１の補助金であります。

住民生活課長（鈴木四郎君） ３項１目総務費委託金でございます。１節につきましては自衛官

募集に伴う事務費委託金になってございます。

２節につきましては外国人登録事務に対する委託金になってございます。

福祉保健課長（樋場雄一君） ２目民生費委託金でございます。１節は特別扶養手当の申請事務

に対する委託金でございます。

住民生活課長（鈴木四郎君） ２節につきましては基礎年金等の事務委託金でございます。こち

らにつきましては示された補助単価によりまして積算した額になってございます。福祉年金の事

務委託金につきまして９名分につきまして基準額にのっとって積算した額になってございます。
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２６ページをお願いいたします。１４款１項１目でございます。こちらにつきましては１節社会福

祉費負担金、保険基盤安定負担金の保険税軽減分、それから保険者支援分、先ほど国の補助金も

ございましたけれども、こちらにつきましては県の補助負担金でございます。４分の１になって

ございます。

福祉保健課長（樋場雄一君） ２節障害者福祉費負担金で、これは県からの負担金で４分の１相

当分を計上しております。

３節は児童手当に対して県からの負担金で１５％を計上しております。

２目の衛生費県負担金でございます。これは県から４分の１相当分をそれぞれ計上しておりま

す。

町長公室長（小原正彦君） ２項１目１節総務費補助金でございますが、こちらは合併市町村特

例交付金としまして合併関係町村の２億円の３町村分で６億円の５年間で交付される県よりの交

付金でございます。１７年度分として１億 ２，０００万円の交付でございます。

企画課長 （山内英世君） ２節企画費補助金でございますが、市町村土地取引事務費補助金でご

ざいますが、これは定額の１４万 ５，０００円でございます。次に、生活バス路線維持費補助金 １３９万

７，０００円でございますが、これは１６年度の実績をもとにして計上しました。

福祉保健課長（樋場雄一君） ２目民生費県補助金でございます。１節は障害者支援費に対して

県から４分の１相当分の補助金を計上しております。

２節は老人クラブ助成金で２分の１相当分と、在宅介護センター運営費及び介護予防地域支え

事業費に対してそれぞれ４分の３相当分を計上しております。

幼児教育課長（泉谷隆雄君） 同じく３節の児童福祉費補助金でございますが、保育所運営にか

かわる各種補助金でございます。おおむね前年並みでございますが、下から二つが新規でござい

ます。保育料補助金につきましては平成１７年４月１日以前に生まれた園児の保育料に対する県の

補助金でございます。８月以降、８分の１の額でございます。乳児養育支援金につきましては平

成１７年４月２日以降に生まれたゼロ歳児に対する月額１万円の支援金でございます。８月以降、

２分の１が県から補助をされます。詳しいことについては若干の歳出のところで再度ご説明いた

します。

住民生活課長（鈴木四郎君） ４節の医療給付費補助金でございます。こちらにつきましては福

祉医療に伴う医療費の補助金になってございます。２分の１になってございます。

福祉保健課長（樋場雄一君） ３目衛生費県補助金でございます。１節は妊婦健康支援及び心の

健康づくり・自殺予防対策費に対して県からの補助金で２分の１相当分を計上しております。
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建設課長（照井一夫君） 同じく２節でございます。合併浄化槽 １１０基の基準額の３分の１の補

助金でございます。

商工観光課長（小林宏和君） ４目労働費県補助金でございますが、出稼ぎ労働者援護事業とい

たしまして健康診断等へ国、県合わせて３分の２補助を計上してございます。

農政課長（深澤 廣君） ５目１節農業振興費補助金でございますが、一つ目のあなたと地域の

農業夢プラン、これは複合作物の取り組みに必要な施設の導入に対する補助です。県から３分の

１となります。

一つ飛んで、三つ目、四つ目の中山間地域等直接支払いの件ですが、これは中山間地域に農地

を持っている方の農地保全をしてほしいという事業です。早い話が耕作放棄地の防止ということ

になります。それに対して農業者が農地を保全していく上で必要な経費を補助するというもので

ございます。３分の２が県補助です。

次のフロンティア農業者育成事業ですが、これは農業に真剣に取り組んでみたいという人の研

修費用の補助です。県内に試験場がたくさんございますが、そこへ最長で２年間、通って研修す

ることになります。毎月１０万円の補助となります。県から７万円、町から３万円の補助が出ます。

次の、農業経営基盤強化資金等ですが、これは既に認定農業者等が借り入れたＬ資金の利子補

填です。

次の農業形態活性化事業ですが、これは認定農業者の育成に要する経費として県から交付され

るものです。

最後の、地域でつくる水田農業支援事業ですが、これはソフト事業で売れる米づくりとか、担

い手の育成とか、それから複合作物の産地づくりとか、そういうものに要する経費の県からの

１００％補助事業です。

２節の畜産業費補助金ですが、一つ目の自給飼料増産総合対策事業ですが、これは畜産農家に

対して飼料作物の収穫に要する機械を導入する場合、県から補助されるものです。３分の１補助

です。

資源リサイクル畜産環境整備事業ですが、これは千畑地区で１８、１９年度で家畜排せつ物の処理

施設の建設を予定してございます。１７年度においては調査年度ということで県から補助されるも

のでございます。 １００％県負担です。

３節農村整備費補助金ですが、上の方は千屋地区で排水路の改修、それから農道の改良等を予

定しておりますが、それに対する国県の補助６５％分です。

下の古館南地区ですが、これも同じく農道水路の改良に要する経費で、国、県６５％負担という
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ことです。

税務課長（深澤章一君） 同じく４節でございますけれども、千畑及び仙南地区で実施いたしま

す地籍調査費補助金で、国県合わせまして補助率は７５％となってございます。

農政課長（深澤 廣君） 次のページをお願いします。２８ページ、５節林業費補助金ですが、上

の松くい虫防除対策事業ですが、これは主として千畑の仏沢地区の松に対する地上散布に要する

経費です。県から４分の３が補助されます。

次の森林整備地域活動支援事業ですが、これは森林の整備のための現状調査ということになっ

ておりますが、早い話が民間で所有する山を調査してもらいましてここは下刈りを要するとかこ

こは早急に間伐を必要とするとか、そういう調査を森林組合と県の林業公社から調査をしてもら

うための経費です。県で４分の３負担ということになります。

農業委員会事務局長（出雲征夫君） 同じく６節であります。これは委員の報酬と職員給与、事

務局運営などに対する交付金を計上しております。

商工観光課長（小林宏和君） ６目商工費県補助金でございますが、これは空き店舗賃借料に対

する県の補助金でございます。

幼児教育課長（泉谷隆雄君） ７目１節幼稚園費補助金です。これはすこやか子育て支援事業費

補助金１９人分、幼稚園の分になりますけれども、あと幼稚園の使用料補助金でございますが、こ

れも新規になります。幼稚園分の保育料、経済支援の補助金でございます。

社会教育課長（小松 清君） ２節の埋蔵文化財発掘事業費補助金は遺跡発掘調査に対する補助

金４分の１と、本堂城跡の整備検討委員会等に要する経費の２分の１を計上してございます。

町長公室長（小原正彦君） ３項１目１節総務管理費委託金でございます。こちらは県政だより、

県議会だよりの配布委託金でございます。

税務課長（深澤章一君） ２節税務総務費委託金でございますけれども、これは１６年度収入見込

み額を参考にいたしまして計上してございます。

住民生活課長（鈴木四郎君） ３節戸籍住民基本台帳費の委託金でございます。こちらにつきま

しては県及び厚生労働省の統計等に要する調査の交付金でございます。

町長公室長（小原正彦君） ４節統計調査費委託金でございます。こちらは４統計に対する委託

金でございます。大きいものは５年に１回実施されます国勢調査の委託金でございます。

総務課長（二藤誠祥君） ５節の選挙費委託金でございます。これは来る３月３１日告示、４月１７

日投票日になっております知事の選挙の委託金でございます。ここに上げております選挙投票日

までの費用でございまして、前年の補正で ３８５万 ６，０００円は準備費としていただいております。
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これは１７年度分の １，０５７万 ２，０００円分でございます。

福祉保健課長（樋場雄一君） ４目民生費委託金です。これは母子寡婦福祉関係の事務に関する

交付金であります。

住民生活課長（鈴木四郎君） ３目衛生費委託金でございます。こちらにつきましては圃場整備

に伴う墓地等の移転による許可等の事務に関する交付金になってございます。

農政課長（深澤 廣君） ４目１節、これは有害鳥獣に関する事務費です。

２節、これは米の生産調整に関する事務費です。いずれも定額となっております。

建設課長（照井一夫君） ５目でございます。これは県道の除雪事業に対します委託金でござい

ます。

その他につきましては存置としてございます。

社会教育課長（小松 清君） ６目１節埋蔵文化財発掘調査委託金であります。遺跡発掘調査に

対する委託金でありますけれども、１７年度、中屋敷�遺跡と八幡遺跡の発掘調査を予定しており

ます。それの事業費 １，３４２万 ８，０００円の１０分の９の委託金であります。県の委託金になっていま

すけれども実質的には事業主の負担で間接的に県から入ってくるものであります。

総務課長（二藤誠祥君） １５款の財産収入、ここにつきましては前年度当初と比較しまして ３１３

万 ３，０００円の減でございます。この ３００万円の主なものは２項にあります財産売り払い収入の堆

肥売り払い収入等の減、これが大きなものでございます。あとは実績によるものでございます。

１６款寄附金、これは存置項目でございます。

３０ページの１７款繰入金でございます。ここでは前年度と比較しまして９億 ５，６６５万 ３，０００円の

減でございます。率にしますと ５７．５０％が減でございます。１６年度は合併前に基金を財源に積極

的に事業展開を行ったというものでその分が大幅に減となってございます。

１８款繰越金でございます。ここでは １，０００万円の増でございます。これは特別交付税の３月交

付分でございますが、合併支援分を見込んだということで増額になってございます。３億 ５，０００

万円については平成１６年度からの繰越金ということになります。

１９款諸収入、前年度と比較しまして ２，５３９万 ６，０００円の減でございます。これはパーセンテー

ジにしますと １０．６４％、ここの主な収入減は中小企業振興貸付金の元利収入の減によるものが主

なものでございます。

住民生活課長（鈴木四郎君） ３２ページをお願いします。４項１目の総務費受託事業収入でござ

います。こちらにつきましては交通災害等共済事務取り扱いに伴う受託収入、それから加入促進

に当たりました受託収入になってございます。こちらにつきましての件数等につきましては前年
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実績を参考に計上させていただいております。

農業委員会事務局長（出雲征夫君） ４項２目でありますが、これは農地保有合理化事業として

県農業公社から業務受託金と農業者年金加入者の受給支援事務に対する業務受託金を計上してお

ります。

税務課長（深澤章一君） ５項１目１節弁償金でございますけれども、これはバイク等に取りつ

けておりますナンバーを紛失等した場合、弁償するものでございまして存置項目でございます。

学務課長（飛澤明則君） ５項３目給食事業収入でございます。ここでは千畑地区の小・中、あ

るいは幼稚園、保育園児の給食代の費用で合計で ４，４４３万 ４，０００円を見込んでございます。

総務課長（二藤誠祥君） ４目過年度収入についてはここに書いてあるとおりでございます。

５目の雑入、こちらにつきましては各種予定している分を計上しております。ここに書いてあ

るとおりでございます。

３４ページ、２０款の町債、前年度当初と比較しまして３億 ２，４５０万円の減でございます。パーセ

ンテージにしますと１７．５％でございます。１６年度は減税補てん債の借りかえ分、２億 ４，７９０万円

がありましたのでその分が減額になったということでそれが主なものであります。

議長（後松一成君） 歳出。

総務課長（二藤誠祥君） 続きまして、歳出を説明させていただきます。

３７ページをお願いいたします。１款議会費でございます。前年度当初と比較しまして ８，２０３万

９，０００円の減でございます。パーセンテージにしますと ２７．１９％の減でございます。これは合併

による議員の減ということを見込みましてその分の人件費が減となってございます。ここでは議

会費として議会議員、職員５人分の人件費等の経費、並びに議会広報経費であります。議会広報

は４回分を予定してございます。

次のページでございます。２款総務費についてご説明申し上げたいと思います。ここでは前年

度と比較しまして２億 ９，２４４万 ３，０００円の減でございます。パーセンテージにしますと １５．９９％

の減となります。この款の主な減額のものは、既に皆様ご存じの電算、それからイントラネット、

それから合併経費の減、これが主なものでございます。

１項総務管理費１目一般管理費につきましては三役、総務課職員の人件費等の経費が主なもの

でございます。

町長公室長（小原正彦君） ３９ページ、４０ページでございます。２目の行政推進費についてご説

明申し上げます。この目では地域コミュニティー推進事業、行政経営プラン策定事業、ＩＳＯ

１４００１推進事業、男女共同参画社会推進事業、町民歌・町民憲章制定事業、美郷めぐり事業の六
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つの事業経費を計上してございます。

まず最初に、行政経営プランの策定の事業関係でございますが、こちらは１７年度に効率的な行

政運営経営の指針を確立するための行政プランを策定するということで、内容については行政改

革、行政評価等々、それらの行政経営のプランを策定するということでございます。予算的には

検討委員報償費が２７万 ５，０００円、それから先進地視察、プランの印刷経費等々を計上してござい

ます。

次に、ＩＳＯ １４００１の事業でございますが、こちらは旧六郷町が昨年の７月に取得してござい

ます。これを千畑庁舎、仙南庁舎に拡大をするということでございます。こちらにつきましては

拡大審査の委託料として １３０万円を計上してございます。

次に、男女共同参画社会推進事業につきましては、８月の計画策定を目指しまして住民懇話会、

基本計画策定の諸経費を計上してございます。

それから町民歌、町民憲章の制定事業としましては、美郷町内の一体化を醸成化するための町

民歌、町民憲章を策定する予定でございます。１１月を目途に策定をする予定でございますが、町

民歌につきましては歌詞は一般公募、作曲は専門機関に委託をする予定でございます。委託料と

しまして ２３０万円、こちらを主に計上してございます。

美郷めぐり事業としましては、地域の融和を促進するために美郷めぐり事業を実施してまいり

ます。こちらは町有バスを活用しまして美郷町内の施設や観光スポット、史跡の見学会を年４回

実施してまいります。それらの経費を計上してございます。

最後の１９節でございますが、こちらには地域コミュニティー推進事業としまして ８８０万円を計

上してございます。こちらは地域コミュニティーの醸成と共同意識の一体化を進めるためのコミ

ュニティー事業を実施するということで、１７年度におきましては集会施設の整備につきましては

３分の１から３分の２の助成をしてまいります。特に集会施設の整備につきましては、新築の場

合は３分の１の助成でございます。下水道、集落排水の接続、それから浄化槽設置のこれらの工

事につきましては３分の２の助成を予定してございます。

旧３町村でそれぞれ実施しておりましたソフト事業でございます。旧六郷町で実施していた地

域コミュニティー推進事業としまして自治組織、コミュニティー組織が行う特色的な事業につき

ましては、こちらは旧六郷町地内に限り、暫定的にコミュニティー事業を施行するということで

ございます。

それから旧仙南村の地域で実施してございましたふるさと再認識活動支援事業、こちらにつき

ましても１７年度につきましては暫定的に施行をするということでございます。
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それから旧千畑地区で行ってございました地域の自治活動の支援、地域の活性化を目的とした

行政区に対するコミュニティー補助事業でございますが、こちらにつきましても１７年度は暫定的

に施行する予定でございます。なお、このソフト３事業につきましては１７年度限りとしまして１７

年度に統一化に向けた作業をしてまいりたいと思ってございます。１８年度からは新たな地域コミ

ュニティー推進事業を確立する予定でございます。

次に、３目の文書広報費でございます。こちらでは広報発行事業、町勢要覧作成事業、記録資

料管理事業、広聴事業、この四つの事業を予定してございます。初めに広報の発行の関係でござ

いますが、こちらは月１回、Ａ４判の２４ページ、 ８００部を予定してございます。お知らせ版につ

いては月２回の発行を予定してございます。町勢要覧につきましては町の概要を町内外に広く情

報発信するために１７年度では ５００部の本編、資料編、それぞれの発行を予定してございます。記

録資料管理事業としましては、町の歴史や貴重な資料となる写真や映像を記録保存する予定でご

ざいます。それらをデータベース化しまして保存を図りたいと考えてございます。それらの経費

を計上してございます。それから広聴活動としましてはふれあい談話室、行政座談会、みさとミ

ミーちゃん、広報の折り込みのはがき等々を予定してございます。ふれあい談話室につきまして

は各庁舎１回、月３回を予定してございます。行政座談会につきましては各コミュニティー単位

で座談会を実施する予定にしてございます。みさとミミーちゃんにつきましては各庁舎１階にそ

れぞれ設置をしてございますのでそれらを活用してまいりたいというふうに考えてございます。

それから広報の折り込みはがきでございますが、こちらは年４回、広報にはがきを折り込みまし

て町民の方々からご意見等々をちょうだいする予定にしてございます。それらを合わせまして

１，９８３万 ４，０００円の予算計上でございます。

出納室長（大澤 薫君） ４目会計管理費でございますが、この項目は出納室の一般職５人分の

人件費と経常的な需用費を計上しております。需用費の中の消耗品費は追録代、印刷製本費につ

いては納入通知書が主なものでございます。

総務課長（二藤誠祥君） ５目財産管理費でございます。ここは各庁舎総合サービス課職員の人

件費、それから町有地、町有建物、町有林等の管理経費でございます。

４２ページをごらんいただきたいと思いますが、組みかえのところがございますのでご説明して

おきます。

１７節公有財産購入費、４３ページの一番上のところになってございます。ここで旧六郷町分の普

通財産取得費、１３の諸支出金でありましたけれども、これをこちらの方に組みかえしてございま

す。ここで旧六郷町分が ２，２８８万 ４，０００円、旧千畑町分が ５０６万 ３，０００円、合わせまして ２，７９４
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万 ７，０００円、これは土地開発公社に支払う経費であります。

議長（後松一成君） ここで説明途中でございますが、１１時１５分まで休憩いたします。

（午前１０時５９分）

議長（後松一成君） 休憩を解きまして、本会議再開いたします。

（午前１１時１５分）

議長（後松一成君） 説明を続行いたします。

企画課長 （山内英世君） ６目企画費でございますが、これにつきましては報酬、これは総合計

画審議あるいは国土利用計画の審議委員の報酬が見込まれております。それから企画課の職員の

給料９人分、それらの手当等でございます。

それからここの目のところでは先般、３町村合併しましたけれども、そのふるさと会、あるい

は瑞穂郷との交流、その他のものがここに含まれております。ここには旧仙南地区のコミュニテ

ィセンターの維持管理費等々も含まれております。

次のページをお開き願いたいと思います。ここで１５節の工事請負費ですが、これにつきまして

は六郷地区の工事といいますか、街なみ環境保全事業のカマクラ畑の公園整備が主な事業でござ

います。

ほかにつきましては昨年度からの引き継ぎ、その他でございます。

７目電子計算費でございますけれども、これににつきましては旧３町村の電算関係の借り上げ、

それから今、光ファイバー等にかかわるところの使用料等が主なものでございまして、ただ電算

保守委託料という形で結構大きい額が上がっております。ホームページ作成委託料４８万 ６，０００円

程度が上がっておりますが、こういう形でホームページも充実してまいりたいということであり

ます。

住民生活課長（鈴木四郎君） ４５ページをお願いいたします。交通安全対策費でございます。こ

れにつきましては交通安全対策に要する経費の計上になってございます。

１９節の中に交通安全協会の補助金がございます。これにつきましては合併前に各支部ごとに補
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助金を出しておりましたけれども、新年度からは協会の方に一本で補助金を交付するということ

で予算計上してございます。

９目の防犯対策費でございます。これにつきましては防犯活動対策に要する費用になってござ

います。隊員の報酬等になってございます。

総務課長（二藤誠祥君） １０目諸費の行政嘱託員についてご説明申し上げます。これにつきまし

ては先ほど公室長もお話ししておりましたとおり、行政嘱託員につきましては旧来の形で実施す

ると。当然、そうなれば３地区で嘱託員の会議を開くということになるかと思います。４月の中

旬をめどに実施したいと、そういうふうに考えてございます。

町長公室長（小原正彦君） そのほかの町長公室関係の経費でございますが、場外車券場の対策

費としましてサテライト環境安全対策協議会、年２回開催の経費等々を計上してございます。

住民生活課長（鈴木四郎君） １９節につきましては自衛隊父兄会に対する補助金、それから県の

防衛協会の会費等になってございます。

国体準備室長（渋谷喜一君） １１目の国体準備費でございますが、平成１９年に開催される第６２回

国民体育大会開催に向けた準備予算でございます。今年度は東北総合体育大会の自転車競技、バ

ドミントン競技大会が開催されます。あわせて平成１８年のリハーサル国体が開催されます。その

ための準備に要する経費を計上いたしました。その主要な予算は平成１７年に開催される岡山国体

の自転車、それとバドミントン競技の視察のための準備室職員の旅費が主でございます。また委

託料では国体啓発に向けての看板作成、それと備品購入では国体マスコットなどを購入したいと

考えております。さらには１９節の東北総体開催のための実行委員会の負担金の支出が主な経費で

ございます。

税務課長（深澤章一君） ２項１目の税務総務費のほとんどは１５人分の人件費等でございます。

４８ページになります。２目は賦課徴収に関する経費でこの中に単年度分としまして１８年度、評

価がえ作業に向けて固定資産の路線価評価業務委託費を計上してございます。このほか国民健康

保険特別会計の中で納税貯蓄組合に対する納税奨励費を廃目にいたしましてその分をこの目の１９

節に計上してございます。

住民生活課長（鈴木四郎君） ４９ページをお願いいたします。３項１目の戸籍住民基本台帳費で

ございます。これにつきましては戸籍事務に関するシステムの保守料、それから１４節の機器の借

り上げ等の費用が主なものでございます。

総務課長（二藤誠祥君） ４項選挙費でございます。１目は選挙管理委員会費でございますが、

選管の委員４名分の経費でございます。
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５０ページです。選挙啓発費、これにつきましては明るく正しい選挙推進協議会委員１５人分の報

償費でございます。

３目が秋田県知事選挙の選挙費用でございまして、これにつきましては委託金 １，０５７万 ２，０００

円がそのまま使われるものでございます。

４目の町議会議員一般選挙費でございます。１７年９月３０日任期満了になります選挙の費用でご

ざいます。これについては一般財源でございます。

５目の町農業委員会委員一般選挙費、これにつきましては１７年７月１９日が任期満了になってご

ざいます。その分の経費、これも一般財源でございます。

町長選挙費については廃目ということでございます。

町長公室長（小原正彦君） ５２ページ、５項の統計調査費でございます。１目は総務費というこ

とで事務費でございます。

２目指定統計費は１０月１日開催の国勢調査、それから工業統計調査、事業所・企業統計調査、

学校基本調査、この四つの統計の経費を計上してございます。大きいものにつきましてはそれぞ

れの調査委員報酬でございます。

総務課長（二藤誠祥君） ６項監査委員費でございます。これは監査委員２名に要する費用、報

酬、旅費、需用費、負担金補助及び交付金でございますが、先般、単行議案で議決いただきまし

た費用弁償についてもこの中に含まれてございます。

福祉保健課長（樋場雄一君） ５３ページをごらん願います。３款１項１目でありますが、主なも

のは職員の人件費と、１９節は地域福祉団体活動費の補助金でございます。

５４ページをお願いします。２目でありますが、主なものは１３節で身体障害者への訪問入浴事業

の委託料と、２０節は施設訓練等支援費と旧六郷町で行っておりました人工透析通院者の支援を全

町で行う扶助費を計上しております。

５５ページです。３目でありますが、８節は長寿祝い金で、対象者は８８歳の １１４名と、 １００歳の

１名分を計上しております。

１１節の食糧費の ２４９万 ９，０００円は敬老会開催時のお酒とつまみの購入費でございます。

２０節は町単独事業としてはり・きゅう・マッサージの助成事業と介護手当支給事業、また旧千

畑町で行っている温泉保養所の無料利用券の発行など扶助費で計上しております。

住民生活課長（鈴木四郎君） ４目の医療給付費でございます。これにつきましては医療給付に

伴う経費の計上になってございます。主なものにつきましては１３節の委託料、これにつきまして

は国保連合会等に納入する手数料等になってございます。
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２０節の扶助費につきましては前年等の実績を勘案しまして計上してございます。

２８節の繰出金につきましては老人保健特別会計への繰出金、それから国保特別会計への繰出金

になってございます。こちらにつきましては特別会計の方でご説明申し上げます。

福祉保健課長（樋場雄一君） ２項１目の児童福祉総務費でありますが、主なものは子育て支援

ネットワーク委員報酬の４人分でございます。

２目ですが、児童手当で １，４９１人分を計上しております。

３目ですが、８節は母子協力員の７名の報酬と、ひとり親家庭の卒業記念品として５４人分を計

上しております。

幼児教育課長（泉谷隆雄君） ４目児童福祉施設費でございます。ここでは主に保育所運営にか

かわる経費でございます。７節までは人件費、８節につきましては委員報償、家庭教育学級講師

謝礼等でございます。

１１節につきましては施設経費及び給食材料費、保育材料費等でございます。

１２節につきましては検便の手数料でございます。

１３節につきましては施設にかかわる点検整備委託料、通園バスの委託、広域入所保育業務委託

料でございます。

１４節は事務機器、車、物品等の借り上げ、１５節につきましては仙南の保育園の電話追加工事、

それから施設整備工事は千畑の給湯器取りかえ工事でございます。

１６節は砂の代金でございます。

１８節は施設管理用品並びに遊具でございます。

１９節につきましては広域入所負担金、ほか関係団体の負担金でございます。

次のページをお願いします。５目の子育て支援費でございますが、ここでは子育て支援事業、

それから学童保育事業、一時保育事業にかかわる経費が組まれてございます。

６１ページの２０節でございますが、これはゼロ歳児に対する養育支援金でございます。支給方法

等につきましてはまだ県の方で要項等を示してございませんので県の要項が整い次第、美郷町と

して要項を作成して支給する予定になってございます。したがいまして、４月生まれの場合は若

干おくれますがいずれ遡及して支払いたいというふうに考えてございます。なお、この事業を実

施するに当たりまして旧仙南、六郷で支給しておりました出産祝い金等につきましては１６年度を

もって終了させていただきます。

住民生活課長（鈴木四郎君） 続きまして、３項１目の国民年金事務費でございます。こちらに

つきましては国民年金の事務に要する経費の計上になってございます。
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４項１目でございます。災害対策費でございます。こちらにつきましては旧３地区におきまし

て対応がまちまちでございましたけれども新年度から統一して罹災者の方に旅費を支出するとい

うことで５件の予算計上をしております。

福祉保健課長（樋場雄一君） ６１ページ、６２ページをお願いします。４款１項１目の保健衛生総

務費でありますが、主なものは職員の人件費と保健センターの管理費でございます。

２目でありますが、主なものは１３節で高齢者のインフルエンザと乳幼児の風疹、麻疹などの予

防接種委託料と基本健診、各がん検診などの検診委託料でございます。

住民生活課長（鈴木四郎君） ３目の環境衛生費でございます。こちらにつきましては主なもの

につきましては１３節委託料、仙南処分場百目木の最終処分場でございますけれども、こちらの廃

止に向けた閉鎖計画設計委託料がございます。

１９節につきましては広域市町村圏組合等の負担金等になってございます。

２項１目の清掃費でございます。こちらにつきましては町の清掃に伴う経費の計上になってご

ざいます。

１３節につきましてはごみの収集業務の委託料でございます。１７年度につきましても旧地区ごと

に収集業務の委託を行いたいということで計画してございます。

１５節の新聞集積所設置工事でございますけれども、１７年度、新たに仙南地区の方に新聞集積所

の設置をしたいということで１カ所予算計上させていただいております。

６６ページをお願いいたします。１９節負担金補助及び交付金につきましてはごみ集積所の設置に

対する補助でございます。これにつきましては一応予算上では３カ所設置、上限が２０万円になっ

てございますので３カ所の計画をしてございます。それから生ごみ処理器につきましては旧地区

の助成制度をそのまま継続いたしまして若干補助額については見直しをしてございますけれども

予算計上してございます。その他大きいものでは大仙美郷環境事業組合の負担金になってござい

ます。

建設課長（照井一夫君） ３項１目でございます。これは本堂地区の簡易組合に対する検査の補

助金でございます。

２８節でございます。これは水道事業に要する借り入れ等に充てるための特別会計の繰り出しで

ございます。

商工観光課長（小林宏和君） 続きまして、５款１項１目労働諸費でございますが、これは出稼

ぎ労働者の援護に対する経費でございまして、広報、議会報の送付のための印刷製本、通信運搬

の費用、それから就労前後の健康診断のための委託料を計上してございます。出稼ぎ者総数は
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２４０名を想定してございます。

農業委員会事務局長（出雲征夫君） ６７ページ、６款１項１目農業委員会費であります。これに

つきましては農業委員の報酬と事務局運営にかかわる職員の人件費を主として担い手農家などへ

の農地の集積を推進するための経費や年金加入者の受給支援にするための経費を計上してござい

ます。

農政課長（深澤 廣君） ６８ページ、２目農業総務費ですが、ここは職員の人件費が主なもので

すので省略させていただきます。

３目農業振興費ですが、大きいものとしては米の生産調整にかかわる事務、具体的には転作に

対する助成とか転作の推進に関する事業費等が大きいものです。それから施設の管理費、六郷地

区と千畑地区の直売所、それから千畑地区のふれあいセンター、仙南地区の道の駅が上げられま

す。中山間地域対策に要する経費、それから基盤強化対策に要する経費として夢プラン応援事業

費やフロンティア農業者研修事業などが上げられます。

７０ページ、４目畜産業費ですが、ここの経費としては畜産振興に要する経費、また千畑地区に

ありますアクティセンター、それから六郷地区にございます堆肥センターの運営費が主なもので

ございます。

次のページ、５目農村整備費ですが、圃場整備等の土地改良に要する経費が主なものでござい

ます。支出の大きいものとして千屋地区の排水路工事、それから３町村にわたる土地改良事業の

償還金、それから基盤整備事業の負担金などが大きな経費を占めております。

建設課長（照井一夫君） ７３ページでございます。２８節でございます。農業集落排水事業の特別

会計の繰出金でございます。

税務課長（深澤章一君） ６目の国土調査費でございますけれども、１７年度は千畑の黒沢地区

２．３２平方キロメートルと仙南の金沢地区２．２７平方キロメートルの計４．５９平方キロメートルの山林

を調査することにしております。これらの経費を計上しております。

農政課長（深澤 廣君） 次のページをお願いします。７４ページ、２項１目林業費ですが、ここ

では森林の整備に要する経費、病害虫防除、主として松くい虫防除対策です。これらに要する経

費です。

商工観光課長（小林宏和君） ７５ページの一番下から７６ページでございますが、７款１項１目商

工総務費でありますが、これは商工業振興の円滑な事務を図るための職員人件費が主たるもので

ございます。

２目商工振興費でございますが、これは小規模事業者への支援を行う商工会並びに商工関係団
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体に対しまして健全な運営を推進するための補助金や負担金を計上してございます。また、中小

企業者の事業展開に必要な資金繰りが円滑に図られますよう町内外の金融機関に預託を行うため

の貸付金を計上してございます。さらに誘致企業ガイドを、仮名でございますが、今年度、冊子

を作成しまして近隣の高校等に備えつけ地元企業に対する意識を啓蒙してまいりたいと考えてお

ります。

３目観光費でございますが、観光推進事業として主たるものでございます。ラベンダー祭り、

竹打ち行事のＰＲポスターの印刷、町の融合を図るためのジャズコンサート委託料、それから

「長者の山」全国大会ですとか、ラピンシャンマラソン、歌と踊り美郷フェスティバル等のイベ

ントへの補助金の計上、このほか観光協会と関係団体への補助金、負担金を計上してございます。

それから施設管理といたしまして大台野雁の里公園等のほか公衆トイレの管理賃金等維持経費

を計上してございます。さらに施設整備といたしまして平成１４年度から着工しております雁の里

整備事業でございますが、平成１７年度におきましては国の補助を受けまして管理休憩施設を整備

したいと考えております。木造平屋 ２６１平方メートル、総事業費が ９，４９１万 ４，０００円を見込んで

ございます。

続きまして、７款１項４目温泉施設費でございますが、これには町内３施設の維持経費を計上

しております。千畑サンアールにおきましては施設への温泉水、水道水を供給するための光熱水

費、それから施設維持運営に係ります補助金には昨年建設した浴室棟経費の借り入れ償還金相当

額、それから課税相当額を計上してございます。それから六郷あったか山におきましては、施設

維持といたしまして給湯管の目詰まり防止のための管洗浄業務委託費を計上してございます。そ

れから仙南ユートピア雁の里温泉でございますが、これは直営維持経費といたしまして職員経費、

それから燃料、光熱水費、施設の保守点検委託料、それから老朽化してございます外壁の改修工

事の経費、それから社協職員の賃金、負担金を計上してございます。

建設課長（照井一夫君） ８款１項１目でございます。これは主に人件費、それから１３節の道路

台帳の一元化の委託料が主なものでございます。

次に、８１ページをお願いします。２項１目１９節でございます。これは各種協議会の負担金が主

なものでございます。

２項２目でございます。これにつきましては職員の人件費、それから除雪作業員等の賃金、そ

れらの機械に要します経費が主なものでございます。

８２ページをお願いします。１５節でございます。主なものとしましては区画線、それからパッチ

ング等の工事費が主なものでございます。
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３項１目でございます。主なものとしましては１３節の測量の調査委託、それから１５節の改良舗

装工事でございます。

８款３項１目でございます。８４ページでございます。主なものとしましては１９節の各種協議会

等の負担金でございます。

企画課長 （山内英世君） ４項１目の都市計画総務費でございますが、これにつきましては都市

計画にかかわる経費、あるいは各種団体の負担金等でございます。

商工観光課長（小林宏和君） ８５ページをお願いします。２目都市公園費でございますが、これ

には都市公園、各種公園の維持経費といたしまして消耗品費、光熱水費、修繕費、それから施設

の保守管理としましての各種委託料を計上してございます。このほか国庫補助事業千畑カントリ

ーパーク整備といたしまして測量設計委託料、それから工事費といたしましてグラウンドゴルフ

場、これは １．２ヘクタール、多目的運動広場の張り芝 ０．２ヘクタール、管理用通路 ４００メートル

の工事費を計上してございます。

建設課長（照井一夫君） ８款５項１目でございます。１９節でございます。浄化槽 １１０基分の交

付金とそれから水質維持の補助金が主なものでございます。

２８節の下水道事業への繰出金が主なものでございます。

８６ページでございます。８款６項１目でございます。主なものとしましては住宅に要します費

用が主なものでございます。

２項１目でございます。主なものとしましては塚２地区の住宅建設計画地の用地造成費が主な

ものでございます。

住民生活課長（鈴木四郎君） ８７ページをお願いします。９款の消防費でございます。１目の常

備消防費につきましては広域市町村圏組合消防等に関する負担金が主なものになってございます。

２目の非常備消防費でございます。これにつきましては防災会議の委員、それから消防団員の

報酬が主なものでございます。

８８ページをお願いいたします。１３節の委託料でございます。これにつきましては地域防災計画

の作成業務委託料でございます。１７年度、できるだけ早い時期に策定を目指してございます。

３目消防施設費でございます。これにつきましては主なものとしまして１５節の工事請負費、こ

れにつきましては防火水槽第５分団に計画してございます。

１８節備品購入費でございます。これにつきましては９分団に積載車の導入を計画してございま

す。１分団におきましては可搬式の小型動力ポンプを１台導入する計画で計上されてございます。

１９節につきましては六郷地区の東部簡易水道の消火栓設置に伴う負担金になってございます。

－２６７－



計画では４基の計画になっているようでございます。

４目水防費でございます。これにつきましては水害等の災害に対応するために要する予算の計

上になってございます。

学務課長（飛澤明則君） １０款１項１目教育委員会費でございます。ここでは教育委員４人分の

報酬等でございますし、また各種の会議関係の費用でございます。

２目事務局費でございますが、ここでは職員の人件費とスクールバス５台を所有してございま

す。その維持管理でございます。

９０ページの１３節委託料の中にスクールバス４台分について運転代行を委託するということで予

算を計上してございます。

３目教育助成費でございます。ここでは保護者の経済的負担を軽減するというようなことで就

学援助あるいは奨学資金等を貸し付けするということでございますし、２０節の扶助費では １７７人

を予定してございます。

２１節の貸付金では２４名を予定してございます。なお、この貸付金につきましては国、県、福祉

協議会等でもこの制度を実施してございますのでそちらの方を優先して貸付していきたいという

ふうに考えてございます。

４目外国青年招致費でございます。ここでは前年同様に３人分の中学校に英語の指導をしてい

ただくということでそれらの人件費でございます。

２項１目学校管理費でございます。ここで１７年度には １，１７３名の児童が入るというふうになっ

てございます。ちなみに１６年度よりは６６名ほどが減少する傾向にございます。ここでは維持管理

費が主なものでございますけれども、次のページ、７節の賃金のところに説明欄で３行目、生活

支援員賃金と、こういうふうなことで計上してございますが、これにつきましては障害を持つ児

童、あるいは中国から町内の小・中学校に就学している子供がおりますのでそういう方々の児童

の手助けをするためにサポートしてもらうというようなことでここで９人分を計上してございま

すし、またその下の臨時講師賃金ですが、これは六郷東根小学校でございます。１７年度は複式学

級というふうなことで２年、３年が一つ、４年、５年が一つというふうになりますのでできるだ

け授業の複式を解消したいということでここで２人分を計上してございます。

１３節委託料の中に校舎耐震診断委託料 １，８４５万円を計上してございますが、これにつきまして

は六郷東根小学校の教室と、千屋小学校、千畑南小学校の教室棟、管理棟、体育館等の診断をし

てもらうということでございますし、１５節の工事請負費では建築一式工事として千畑南小学校の

スポ小の物置の改修工事と、それから金沢小学校の教室棟の屋上の防水改修工事を予定してござ

－２６８－



います。給排水冷暖房衛生設備工事につきましては、仙南西小学校を予定してございます。

２目教育振興費でございます。ここでは学習の教材の充実というようなことで１１節需用費の消

耗品のところには実習用の教材、あるいはクラブ活動、それから教科書用の指導書等々を計上さ

せてございます。

３項１目学校管理費でございます。ここでは１７年度としては ６９７名の生徒ということに予定さ

れてございます。１６年度よりは３５人ほど減少する見込みでございます。

９４ページをお願いします。ここで７節の賃金の３行目に生活支援賃金等 ３５６万 ８，０００円計上し

ておりますが、これは中国から就学している生徒のサポートということで２名分を計上してござ

います。

１３節委託料でございますが、９５ページの説明の欄の下から５番目のところに耐震診断委託料を

計上してございますが、これは千畑中学校の教室棟、管理棟、体育館というふうなことで診断を

お願いするというものでございます。

２目教育振興費でございます。ここでも１１節の需用費の消耗品の中に生徒たちの実習用の教材、

それから指導用の教科書、クラブ用の消耗品等々を計上させてございます。

１９節負担金補助及び交付金については生徒の派遣費等補助金ということで部活へ積極的に支援

していくということで計上してございます。

幼児教育課長（泉谷隆雄君） ４項１目幼稚園費でございます。ここでは幼稚園の運営にかかわ

る経費が主なものとして組まれてございます。予算内容につきましては保育園費と同じような考

え方で組まれてございますので説明については割愛をさせていただきます。

１５節でございますが、これは仙南幼稚園の玄関のバリアフリー化工事ということでスロープを

つける予定でございます。関連で説明をつけ加えたいと思いますが、千畑の幼稚園と保育園は幼

保一体施設ということでなかよし園という名称をつけてございます。子供たちや保護者、地域か

ら親しみと一体感を持っていただくということで運営してございます。したがいまして、１７年度

から仙南ではすこやか園、六郷ではわくわく園という名称を用いまして一体的に運営してまいり

たいと思いますので、この点、ひとつよろしくお願いをいたします。

社会教育課長（小松 清君） ９８ページをお願いします。５項１目社会教育総務費てあります。

職員の人件費のほか社会教育指針計画の策定にかかわる経費、成人式、生涯学習講座、文化展等

の予算を計上しております。成人式の対象年齢については旧六郷と仙南が同じで、千畑が一つ上

でしたけれども、合併前に調整して合併後、年齢を統一して開催することにしておりましたけれ

ども合併前に調整できなかったことと、既に成人式終了後の同期会等の準備を進められているこ
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ともあり１７年度については旧年齢を対象に１カ所で開催し、１７年度、早い機会に調整し、１８年度

から年齢を統一して開催したいと考えております。

１９節の中学生海外研修補助金については中学校２年生を対象に３３万 ６，０００円の２分の１補助で

２５名分を計上しております。

２目図書館費であります。学友館の図書館、千畑交流センターの図書、仙南公民館の図書のほ

か、学友館で開催する２階の特別展示会の予算を計上します。また、１７年度、新たに取り組むブ

ックスタート事業、乳幼児に絵本を読み聞かせしながら絵本を送る事業も計上しております。

次の １００ページ、３目の文化財保護費であります。ここには指定文化財の管理費のほか遺跡発

掘調査の予算を計上しております。１７年度の発掘調査の予定は千畑地区の土崎中屋敷�遺跡、こ

れは町道拡幅に伴うもの、六郷地区の八幡遺跡、これは基盤整備に伴う排水路の発掘、六郷西の

基盤整備に伴う試掘調査、千畑地区川端山遺跡の分布調査、本堂城跡の発掘調査等を予定してお

ります。

４目社会教育施設費であります。ここには社会教育施設、公民館等８館の維持管理費に要する

予算を計上しております。

１０２ページの１５節の電気通信工事については学友館の街灯取りかえ工事、それから給排水冷暖

房衛生設備工事については学友館の浄水器の設置工事であります。

１８節の庁用器具費については学友館の加湿器２台、除湿器６台の購入費であります。

６項１目保健体育総務費であります。職員の人件費のほか社会体育事業の予算を計上しており

ます。

９節の費用弁償については体育指導員の全国大会、東北大会等の費用弁償であります。

１３節の各種スポーツ大会委託料については、野球等１４種目の大会開催の委託料。

１９節のスポーツ振興事業団補助金についてはトレーニングセンター、陸上競技場、自転車競技

場の管理費等の補助金であります。また、スポーツ少年団等補助金についてはスポーツ少年団の

本部及び３３団の育成費補助、大会派遣費補助であります。体育協会補助金については美郷町体育

協会の本部及び２０団体協の運営費補助であります。

１０４ページ、２目保健体育施設費であります。体育館等社会体育施設１２施設の維持管理費に要

する予算を計上しております。

１１節の修繕料については、六郷のテニスコートのあずまやのシェルター及びベンチの修繕のほ

か、各施設の小破修繕であります。

１５節の一般土木工事については総合体育館アスパルの玄関の屋根の防水工事であります。
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学務課長（飛澤明則君） ３目学校給食費であります。ここでは１日約 ２２０食を小学校あるいは

中学校へ給食を供給してございます。その施設等が３カ所ございましてそれらの維持管理に要す

る費用と、人件費等に相当する分をそれぞれ委託してございます。したがって、 １０５ページの説

明欄の下から４行目にございますが、給食業務委託料として ３，６４７万 ７，０００円、これは千畑分で

ヘルス観光株式会社へ委託するというものでございますし、次の １０６ページの説明欄の上から３

行目ですけれども、ここで ６，９６２万 ３，０００円を計上してございますが、これは六郷の学校給食協

会、それから仙南学校給食協会へそれぞれ委託するというもので、六郷分が ３，８２５万 ２，０００円、

仙南分が ３，１３７万 １，０００円となってございます。

農政課長（深澤 廣君） 続きまして、１１款１項１目農林水産業費災害復旧費でございますが、

本来であれば災害が発生してから予算措置すべきものとは思いますが、昨年の７月の豪雨のとき

に土のう等の備蓄が寂しい状態でしたので災害時に備えて土のうやくい、砂等を準備しておきた

いと思いますのでそれに要する経費です。

建設課長（照井一夫君） 同じく２項１目でございます。万一の災害時に対応するための賃金等

を計上してございます。

総務課長（二藤誠祥君） １２款の公債費でございます。これは前年度当初と比較しまして２億

３，５４６万 ８，０００円の減でございます。前年度対比で １１．４０％の減でございます。これは１６年度の

減税補てん債の借りかえ分、２億 ４，７９０万円がありましたが、その分が減額になったということ

で減ということになります。

１３款の諸支出金でございます。ここでは３億 ６，３２８万 ３，０００円、前年度対比で増になってござ

います。この主なものは２項の基金費、歳入、新町による譲与財源、これが伸びたということで

積立金、これは先般、単行議案で議決いただきました地域振興基金、この分の増分でございます。

１項の普通財産取得費の １，８３０万円の減になってございますが、これは先ほど４３ページの財産

管理費のところでもお話ししましたとおり、公有財産購入費の方へ支出した関係で減となってご

ざいます。

１４款の予備費、ここにつきましては前年度と比べまして ７９２万 ４，０００円の減ということでござ

います。ここは歳入歳出調整した結果、 １，０００万円ということにしてございます。

議長（後松一成君） 一般会計の説明が終わりました。

ここで昼食のため、１時３０分まで休憩いたします。

（午後 ０時０５分）
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議長（後松一成君） 休憩前に戻り本会議再開いたします。

（午後 １時３０分）

◎議案第４６号の上程、説明

議長（後松一成君） 日程第２、議案第４６号 平成１７年度美郷町国民健康保険特別会計予算を上

程いたします。

議案を朗読いたします。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） 議案内容の説明を求めます。住民生活課長。

住民生活課長（鈴木四郎君） ご説明申し上げます。 １２９ページの歳入歳出予算事項別明細書に

おきまして説明させていただきます。

最初に、歳入の方からご説明申し上げます。

１款国民健康保険税についてでございますが、１６年度の旧町村の当初予算に比較しまして約４

％増の７億 ３，２０５万 ９，０００円を計上させていただいております。

２款の使用料及び手数料については、旧町村の前年度当初予算に比べまして８９％減の１万円を

計上させていただいております。

３款国庫支出金は国庫負担金、それから療養給給付費等負担金、高額医療費共同事業負担金、

合わせて１７．４％増の計上をしてございます。国庫補助金につきましては財政調整交付金が ２．６％

の減で合計９億 １９３万 ２，０００円となってございます。

４款療養給付費等の交付金でございますが、３６．２％増の２億 ９００万円の計上になってございま

す。

５款の県支出金の県負担金、高額医療費事業負担金は ４．２％増、県補助金を合わせまして合計

で １，５２９万 ４，０００円を計上してございます。

６款共同事業交付金につきましては、１４．７％増の ３，２７５万 １，０００円、７款の財産収入は基金利

子の２２万 ２，０００円、８款の繰入金は一般会計の繰入金でございまして保険基盤安定負担金、これ

は税の軽減分、それから保険者支援分、それから出産育児一時金、財政安定化支援事業繰入金等
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の合計になってございまして ２．８％減になってございます。基金の繰入金につきましては当初予

算は存置としてございます。合計で１億 ３，１５８万 ３，０００円としております。

９款につきましては３８．５％増の２億 １，０００円を見込んでございます。

１０款諸収入でございますけれども １６８万 ９，０００円で総額 ４．６％増の２２億 ２，４５４万 １，０００円とな

ってございます。

続きまして、 １３０ページの歳出についてご説明申し上げます。

１款の総務費については管理費が電算保守、電算処理委託及びレセプト点検委託の旧町村予算

計上を統一したということで２５％増になってございます。

徴税費の納税奨励費につきましては、一般会計にて対応することといたしました。総体で２９．２

％減の １，５５５万 ３，０００円になってございます。

２款の保険給付費は１０．６％増の１４億 ６，２１５万 １，０００円になってございます。

３款老人保健拠出金でございます。 １．４％減の４億 ７，９５８万 ９，０００円。

４款介護納付金は ８．２％増の１億 ７，５３２万円。

５款共同事業拠出金は ４．１％増の ４，９８８万円、保健事業につきましては旧町村の事業調整及び

会計の財政事情をかんがみまして人間ドック費の助成のみとさせていただきました。７７．１％減の

１，０９８万 ６，０００円を計上いたしました。

７款基金積立金は預金利子の２２万 ２，０００円、公債費は存置の １，０００円、９款の諸支出金は保険

税の還付等で ２０６万 ７，０００円。

１０款予備費については２７．４％減の ２，８７７万 ２，０００円を計上しております。

旧町村の１６年度当初予算に対しまして ４．６％の増で予算総額は２２億 ２，４５４万 １，０００円となって

ございます。

ただいま申告が行われておりますけれどもまだ確定しておりませんので、それから決算見込み

についてもまだ見込みが明らかになってございませんので、今後につきまして６月の定例前に税

等の関係で予算を再度お願いすることになろうかと思います。

よろしくお願いいたします。終わります。

◎議案第４７号の上程、説明

議長（後松一成君） 次に、日程第３、議案第４７号 平成１７年度美郷町老人保健特別会計予算に
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ついてを上程いたします。

議案を朗読いたします。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） 議案内容の説明を求めます。住民生活課長。

住民生活課長（鈴木四郎君） ご説明申し上げます。 １４９ページから １５０ページによりまして説

明申し上げます。

平成１７年度の老人保健特別会計におきましては、昭和７年９月３０日以前に生まれた方の自己負

担以外の医療給付予算のものでございます。こちらにつきましても実績及び実績見込みによりま

して予算の計上をいたしました。

歳入の方から説明申し上げます。

支払い基金交付金は１４億 ５，３７１万 ８，０００円で、全体の５６．４％、国庫支出金は７億 ４，７３６万円で

全体の ２９．０３％、県支出金は１億 ８，６８４万円で、全体の７．２５％になってございます。一般会計繰

入金は１億 ８，６８３万 ９，０００円で、全体の７．２５％になってございます。この負担割合は経過措置の

率で平成１８年度１０月から支払い基金交付金が５０％、国庫負担金が ３３．３３％、県及び町におきまし

ては１６．７％で県と町が折半負担となることでございます。

歳出でございます。 １５０ページでございます。

医療給付費と高額医療費等支出費がほとんどで旧３町村の１６年度予算に比較しまして ８．７％減

の２５億 ７，４７５万 ７，０００円を計上させていただいております。諸支出金及び予備費は存置を計上し

ております。予算総額は２５億 ７，４７６万円で、旧３町村の当初予算に比較いたしまして ８．７％減と

なってございます。以上です。

◎議案第４８号の上程、説明

議長（後松一成君） 日程第４、議案第４８号 平成１７年度美郷町簡易水道事業特別会計予算を上

程いたします。

議案を朗読いたします。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） 議案内容の説明を求めます。建設課長。

建設課長（照井一夫君） １６３ページをお開き願います。
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１款１項１目でございます。消火栓５基と新規加入者１５件分を計上しております。

２款１項１目でございます。これは ３，４０３戸の水道使用料でございます。

２節については存置としてございます。

２項１目でございます。１、２、３節につきましては存置としてございます。

１６４ページでございます。３款１項１目でございます。これは３地区の施設整備事業費の補助

金となるものでございます。

４款１項１目でございます。これは事業起債分の償還分でございます。

５款１項１目でございます。これは１６年度からの繰越金でございます。

６款１項１目、２目、３目につきましては存置としてございます。

１６５ページも同じでございます。預金利子を存置してございます。

３項１目、２目につきましても存置計上でございます。

７款１項１目でございます。これは水道事業費の起債の借入金でございます。

１６７ページをお願いいたします。

歳出でございます。１款１項１目でございます。主なものとしましては職員の人件費、それか

ら１３節の水源設備の整備及び管理、これらでございます。

１６８ページをお願いします。１款２項１目１１節でございます。これは千畑中央地区外９施設の

電気料、それらの維持費、これらが主なものでございます。

１６９ページでございます。１款３項１目でございます。これは今現在、事業をしてございます。

１７年度で最終年度ということになるわけですが、黒沢地区の工事、これらが主なものでございま

す。

３項２目でございます。これは六郷東部地区の事業に要します１３節の設計料、それと配水管の

布設工事が主なものでございます。

３目３節でございます。これも１７年度が最終年度となります千畑中央地区の工事費が主なもの

てございます。

４目でございます。これは羽貫谷地地区の事業の調査委託料でございます。

１７０ページでございます。２款１項１目、２目、これは旧町村の水道事業に要しましたときの

起債の償還分でございます。

３款１項１目でございます。予備費に万が一に備えて １００万円を計上してございます。
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◎議案第４９号の上程、説明

議長（後松一成君） 日程第５、議案第４９号 平成１７年度美郷町下水道事業特別会計予算を上程

いたします。

議案を朗読いたします。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） 議案内容の説明を求めます。建設課長。

建設課長（照井一夫君） １８３ページをお開き願います。

１款１項１目１節でございます。これは受益者 ６３２件の負担金と、２節は存置を計上してござ

います。

２項１目１節でございます。これは下水道利用者の使用料でございます。

２節を存置としてございます。

３項１目でございます。１節、２節とも存置を計上してございます。

１８４ページでございます。３款１項１目でございます。本年度の下水道事業費の２分の１の補

助額が入る予定でございます。

４款１項でございます。公共下水道起債の償還に充てるために一般会計から繰り入れをしてい

ただくものでございます。

５款１項１目でございます。これは存置でございます。

６款１項１、２、３目につきましても存置を計上してございます。

６款２項１目の預金利子ですが、これも存置でございます。

３項１目でございます。これは消費税還付金でございます。

７款１項１目でございます。これは１、２、３節とも事業起債でございます。

次に、 １８７ページをお願いいたします。

１款１項１目でございます。この主なものとしましては職員の人件費、それから次の２項１目

でございます。

１８８ページをお願いいたします。主なものとしましては１３節のポンプ等設備保安業務の委託と、

それから１９節の各種負担金でございます。

３項１目の１３節でございます。１３節は１５節の下水道事業に要します実施設計が主なものでござ

います。

１８９ページでございます。２款１項１目、２目の２３節につきましては公共下水道の下水道と流
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域下水道事業の償還金でございます。

３款１項１目でございます。万が一のための予備費を １００万円計上してございます。以上でご

ざいます。

◎議案第５０号の上程、説明

議長（後松一成君） 日程第６、議案第５０号 平成１７年度美郷町農業集落排水事業特別会計予算

についてを上程いたします。

議案を朗読いたします。

（事務局長朗読）

議長（後松一成君） 議案内容の説明を求めます。建設課長。

建設課長（照井一夫君） ２０３ページをお開き願います。１款１項１目でございます。分担金に

つきましては存置を計上してございます。

２款１項１目でございます。これは一丈木地区外５地区の施設の使用料を計上してございます。

２節は存置でございます。

同じく２項１目につきましても存置を計上してございます。

３款１項１目でございます。これも一丈木外５地区の施設の建築時の償還金を一般会計の方か

ら繰り入れしていただくものでございます。

２０４ページをお開き願います。

４款１項１目でございます。これは見込みで計上してございます。

それから５款１項１目、２目につきましては存置を計上してございます。

２項１目でございます。これと３項の１目につきましても存置を計上してございます。

２０５ページでございます。６款１項１目でございます。これは補助対象外の分につきましての

償還金の起債分でございます。

次の ２０７ページをお願いいたします。歳出でございます。１款１項１目です。この目につきま

しては職員の人件費、それから１９節の施設建設時の償還補助でございます。

次に、 ２０８ページをお願いいたします。主なものとしまして７節、一丈木地区外７地区の管理

人の賃金、それから１３節の６地区の施設維持管理に要する経費を計上してございます。

次に、 ２０９ページでございます。２款１項１目でございます。２３節でございます。これは一丈
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木地区外施設建設事業時の借入金の償還金でございます。

３款１項１目でございます。これは万一に備えましての予算を計上してございます。

◎散会の宣告

議長（後松一成君） 以上で本日予定されました日程は全部終了いたしました。

会議を閉じます。

１８番（ 橋隆治君） 千畑温泉施設の管理費と千畑給食センター費の物件費の資料の提出をお

願いいたします。

議長（後松一成君） 何ページ。

１８番（ 橋隆治君） 千畑温泉施設の管理費と千畑給食センター費の物件費の資料の提出をお

願いします。

議長（後松一成君） いつまでですか。（「あしたまで」の声あり）あしたの何時まで。（「議

会始まるまで」の声あり）できますか。教育委員会、ヘルス観光。

本日はこれにて散会いたします。

ご苦労さんでした。

（午後 ２時００分）
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